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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第28期
第１四半期
累計(会計)期間

第27期

会計期間
自平成21年３月１日
至平成21年５月31日

自平成20年３月１日
至平成21年２月28日

売上高（千円） 539,748 2,683,901

経常損失(△)（千円） △80,594 △49,137

四半期（当期）純損失(△)（千円） △76,328 △70,127

持分法を適用した場合の投資利益（千円） － －

資本金（千円） 496,310 496,310

発行済株式総数（千株） 2,081 2,081

純資産額（千円） 1,138,952 1,221,967

総資産額（千円） 2,913,902 3,072,995

１株当たり純資産額（円） 568.09 600.69

１株当たり四半期（当期）純損失金額(△)（円） △37.73 △34.13

潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額（円）     － －

１株当たり配当額（円） － －

自己資本比率（％） 39.1 39.8

営業活動による

キャッシュ・フロー（千円）
3,184 △157,709

投資活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△110,687 △304,164

財務活動による

キャッシュ・フロー（千円）
117,556 756,188

現金及び現金同等物の四半期末（期末）

残高（千円）
1,511,933 1,501,879

従業員数（人） 69 70

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度に係る主要な経営指標等の推移につい

ては記載しておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．持分法を適用した場合の投資利益については、四半期財務諸表等規則第12条の規定により、関連会社の損益

等に重要性が乏しいため記載を省略しております。

４．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、１株当たり四半期（当期）純損失であ

り、また、潜在株式が存在しないため記載しておりません。
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２【事業の内容】

当第１四半期会計期間において、当社の事業の内容について、重要な変更はありません。

  

３【関係会社の状況】

当第１四半期会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。 

 

４【従業員の状況】

提出会社の状況

 平成21年５月31日現在

従業員数（人） 　 69　(10)

　（注）　従業員数は、就業人員であり、臨時雇用者数は、当第１四半期会計期間の平均人員を（　）外数で記載しておりま

す。
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第２【事業の状況】

１【生産、受注及び販売の状況】

(1）生産実績

　当社の生産実績を品目別に示すと、次のとおりであります。

品目
当第１四半期会計期間
（自　平成21年３月１日
至　平成21年５月31日）

ストレージ本体（千円） 287,568

周辺機器（千円） 63,039

合計（千円） 350,607

　（注）１.　金額は販売価格によっております。

２.　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

(2）商品仕入実績

　当社の商品仕入実績は、次のとおりであります。

品目
当第１四半期会計期間
（自　平成21年３月１日
至　平成21年５月31日）

商品（千円） 81,382

　（注）　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

(3）受注実績

　当社は見込生産を行っているため、該当事項はありません。

(4）販売実績

　当社の販売実績を品目別に示すと、次のとおりであります。

品目
当第１四半期会計期間
（自　平成21年３月１日
至　平成21年５月31日）

製品  

ストレージ本体（千円） 283,326

周辺機器（千円） 76,959

小計（千円） 360,285

商品（千円） 89,298

サービス（千円） 90,164

合計（千円） 539,748

　（注）　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。
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２【経営上の重要な契約等】

 　当第１四半期会計期間において、経営上の重要な契約等は行われておりません。  

  

３【財政状態及び経営成績の分析】

(1）業績の状況 

　当第１四半期会計期間におけるわが国経済は、世界的な景気の後退局面を受けた在庫・生産調整に加え、雇用情

勢の悪化により消費も低迷したことから、不況感が支配的でありました。政府による大規模な財政出動も実施さ

れることが決定されましたが、実体経済に影響を及ぼすには今しばらくの時間がかかるものと見られます。

　こうした状況の中、国内ＩＴ関連投資に関しては、一般的に投資金額の減少が続いております。また、絞り込まれ

たＩＴ関連投資案件の実施に際しても、ユーザーの選別投資の強化及びコスト抑制圧力は以前に増して強くなる

など、ストレージ業界を取り巻く環境は厳しい状況が続いております。

　このような環境の下、当社では、引続きＯＥＭ及び標準採用製品の事業拡大に注力するとともに、主力製品の機

能強化、ストレージ製品の高付加価値化に寄与するソリューション販売（サーバー、ストレージ及びソフトウェ

アを組み合わせ、システムとして納入する販売形態）の販売強化及びサポート・サービスの充実に継続して取り

組んでまいりました。また、ＯＥＭ向けの新規事業として小型ストレージサーバの開発に取り組みました。

　以上の結果、当第１四半期会計期間の売上高は539百万円となりました。製品売上に関しては、ＯＥＭ向けの製品

（ミラー製品や小型ストレージサーバ）及び標準採用製品の出荷は堅調に推移したものの、流通を経由した従来

型の製品販売は不振でありました。このため、大幅な伸びにはならなかったものの、ストレージ本体及び周辺機器

を含む製品の売上高は360百万円と良好でありました。

　一方、損益面につきましては、売上高が前年横這いであったことと、給与制度の改定による一時的増加約25百万

円、新事務所の賃料増加７百万円等の経費の増加が影響し、営業損失75百万円(前年同期は営業損失67百万円）、

経常損失80百万円(前年同期は経常損失70百万円）、四半期純損失76百万円(前年同期は四半期純損失70百万円）

となりました。

 

　品目別の進捗状況は次のとおりであります。 

期　別 前第１四半期 当第１四半期 前事業年度

  
自 平成20年３月１日

至 平成20年５月31日

自 平成21年３月１日

至 平成21年５月31日

自 平成20年３月１日

至 平成21年２月28日

品 目 別 金　額 前期比 金　額 前期比 金　額 前期比

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

 ストレージ本体 260△11.6 283 8.9 1,547△10.1

 周 辺 機 器 53 33.6 76 44.2 293 0.3

製 品 小 計 313 △6.2 360 14.9 1,841△8.6

商　　　 品 96 3.5 89 △7.1 451 12.6

サ ー ビ ス 118 △0.1 90 △23.9 390 △9.0

合　　　 計 528 △3.2 539 2.2 2,683△5.7

 

(2）財政状態の分析

　当第１四半期末における総資産は、前事業年度末と比較して159百万円減少し2,913百万円となりました。変動の

主なものは、現金及び預金の110百万円の増加、売上債権等の328百万円の減少、たな卸資産の68百万円の増加であ

ります。

　負債は、前事業年度末と比較して76百万円減少し1,774百万円となりました。変動の主なものは、買掛金の240百

万円の減少、借入金（１年以内長期借入金及び長期借入金の合計）の127百万円の増加であります。

　純資産は、前事業年度末と比較して83百万円減少し1,138百万円となりました。変動の主なものは、利益剰余金の

76百万円の減少、自己株式の９百万円増加であります。１株当たりの純資産は、前事業年度末と比較して32円60銭

減少し568円9銭となり、自己資本比率は39.1％となりました。

 

(3）キャッシュフローの状況 

　当第１四半期における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前事業年度末に比べ10百万円増加の

1,511百万円となりました。

　当第１四半期における各キャッシュ・フローの状況は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動の結果得られた資金は３百万円となりました。主な資金増加要因は、売上債権の減少328百万円等であ

り、主な資金減少要因は、税引前四半期純損失80百万円、仕入債務の減少240百万円、たな卸資産の増加68百万円等
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であります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動の結果使用した資金は110百万円となりました。これは主に、定期預金の預入100百万円、検査用測定器

等の有形固定資産の取得10百万円の支出によるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動の結果得られた資金は117百万円となりました。主な資金増加要因は、長期借入金調達による純収入額

127百万円であり、主な資金減少要因は、自己株式の取得による支出９百万円があったことによるものでありま

す。　 

 

(4）対処すべき課題

　当第１四半期会計期間において、対処すべき課題に重要な変更及び新たに生じた課題はありません。

 

(5）研究開発活動

　当第１四半期会計期間の研究開発費の総額は61百万円であります。
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第３【設備の状況】
(1）主要な設備の状況

 当第１四半期会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

 

(2）設備の新設、除却等の計画

 当第１四半期会計期間において、前事業年度末において計画中であった重要な設備の新設、除却等について、

重要な変更はありません。また、新たに確定した重要な設備の新設、拡充、改修、除却、売却等の計画はありま

せん。
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 6,000,000

計 6,000,000

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末
現在発行数（株）
（平成21年５月31日）

提出日現在発行数（株）
（平成21年７月10日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 2,081,000 2,081,000ジャスダック証券取引所 （注）１．２．

計 2,081,000 2,081,000 － －

　（注）１．完全議決権株式であり、権利内容に何ら限定のない当社における標準となる株式であります。 

　　　　２．単元株式数は100株であります。 

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

（３）【ライツプランの内容】

　　該当事項はありません。

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成21年３月１日

～平成21年５月31日
－ 2,081,000 － 496,310 － 608,360

　

（５）【大株主の状況】

　大量保有報告書等の写しの送付等がなく、当第１四半期会計期間において、大株主の異動は把握しておりま

せん。
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（６）【議決権の状況】

　　　当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、

　　記載することができないことから、直前の基準日（平成21年２月28日）に基づく株主名簿による記載をして

　　おります。 

 

①【発行済株式】

 平成21年５月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）

普通株式　　 46,700
－ －

完全議決権株式（その他） 普通株式　2,034,100 20,341 －

単元未満株式 普通株式　　　　200 － －

発行済株式総数 2,081,000 － －

総株主の議決権 － 20,341 －

　

②【自己株式等】

 平成21年５月31日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

（自己保有株式）                  

株式会社ニューテック
東京都港区浜松町

２－７－19
46,700 － 46,700 2.2

計 － 46,700 － 46,700 2.2

　（注）　当第１四半期会計期間末日現在の所有株式数は76,120株、その発行済株式総数に対する所有割合は3.7％であり

ます。 

２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別
平成21年
３月

４月 ５月

最高（円） 340 387 350

最低（円） 265 289 302

　（注）　最高・最低株価は、ジャスダック証券取引所におけるものであります。

３【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期報告書の提出日までの役員の異動はありません。  
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第５【経理の状況】

１．四半期財務諸表の作成方法について

　当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第63

号。以下「四半期財務諸表等規則」という。）に基づいて作成しております。

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当第１四半期累計期間（平成21年３月１日から平成21

年５月31日まで）に係る四半期財務諸表について、あずさ監査法人による四半期レビューを受けております。

３．四半期連結財務諸表について

　当社は子会社がありませんので、四半期連結財務諸表を作成しておりません。 
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１【四半期財務諸表】
（１）【四半期貸借対照表】

（単位：千円）

当第１四半期会計期間末
(平成21年５月31日)

前事業年度末に係る
要約貸借対照表

(平成21年２月28日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,811,933 1,701,879

受取手形及び売掛金 ※
 369,545

※
 698,334

商品 27,085 16,858

製品 89,406 107,115

原材料 293,172 232,776

仕掛品 76,610 60,570

繰延税金資産 34,155 29,078

その他 27,706 48,475

貸倒引当金 △141 △141

流動資産合計 2,729,474 2,894,946

固定資産

有形固定資産

建物 28,101 24,072

工具、器具及び備品 43,354 41,116

有形固定資産合計 71,456 65,188

無形固定資産

その他 26,054 28,789

無形固定資産合計 26,054 28,789

投資その他の資産

差入保証金 55,270 55,270

その他 31,646 28,799

投資その他の資産合計 86,916 84,070

固定資産合計 184,428 178,049

資産合計 2,913,902 3,072,995

負債の部

流動負債

買掛金 123,526 363,541

1年内返済予定の長期借入金 619,898 541,688

未払金 48,631 46,320

未払法人税等 1,760 －

製品保証引当金 19,194 18,420

前受収益 79,577 64,225

その他 27,594 11,112

流動負債合計 920,181 1,045,307

固定負債

長期借入金 854,769 805,721

固定負債合計 854,769 805,721

負債合計 1,774,950 1,851,028
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（単位：千円）

当第１四半期会計期間末
(平成21年５月31日)

前事業年度末に係る
要約貸借対照表

(平成21年２月28日)

純資産の部

株主資本

資本金 496,310 496,310

資本剰余金 608,360 608,360

利益剰余金 68,481 144,809

自己株式 △28,418 △18,886

株主資本合計 1,144,732 1,230,593

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △5,780 △8,626

評価・換算差額等合計 △5,780 △8,626

純資産合計 1,138,952 1,221,967

負債純資産合計 2,913,902 3,072,995
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（２）【四半期損益計算書】
【第１四半期累計期間】

（単位：千円）

当第１四半期累計期間
(自　平成21年３月１日
　至　平成21年５月31日)

売上高 539,748

売上原価 384,193

売上総利益 155,555

販売費及び一般管理費 ※
 231,139

営業損失（△） △75,584

営業外収益

為替差益 382

協賛金収入 961

その他 144

営業外収益合計 1,488

営業外費用

支払利息 5,979

その他 519

営業外費用合計 6,499

経常損失（△） △80,594

税引前四半期純損失（△） △80,594

法人税、住民税及び事業税 810

法人税等調整額 △5,076

法人税等合計 △4,266

四半期純損失（△） △76,328
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（３）【四半期キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

当第１四半期累計期間
(自　平成21年３月１日
　至　平成21年５月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前四半期純損失（△） △80,594

減価償却費 10,174

支払利息 5,979

製品保証引当金の増減額（△は減少） 774

売上債権の増減額（△は増加） 328,788

たな卸資産の増減額（△は増加） △68,954

仕入債務の増減額（△は減少） △240,014

その他 55,431

小計 11,584

利息の支払額 △6,109

法人税等の支払額 △2,290

営業活動によるキャッシュ・フロー 3,184

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △100,000

有形固定資産の取得による支出 △10,364

無形固定資産の取得による支出 △323

投資活動によるキャッシュ・フロー △110,687

財務活動によるキャッシュ・フロー

長期借入れによる収入 300,000

長期借入金の返済による支出 △172,742

自己株式の取得による支出 △9,532

配当金の支払額 △168

財務活動によるキャッシュ・フロー 117,556

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 10,054

現金及び現金同等物の期首残高 1,501,879

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 1,511,933
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【四半期財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

 
当第１四半期会計期間
（自　平成21年３月１日
至　平成21年５月31日）

１．会計処理基準に関する事

項の変更

 １　棚卸資産の評価に関する会計基準の適用

　通常の販売目的で保有するたな卸資産については、従来、主として移動平均法による低

価法によっておりましたが、当第１四半期会計期間より「棚卸資産の評価に関する会計

基準」（企業会計基準第９号 平成18年７月５日公表分）が適用されたことに伴い、主

として移動平均法による原価法（貸借対照表価額については収益性の低下に基づく簿

価切下げの方法）により算出しております。これによる損益に与える影響はありませ

ん。 

 ２　リース取引に関する会計基準の適用

所有権移転外ファイナンス・リース取引については、従来、賃貸借取引に係る方法に

準じた会計処理によっておりましたが、「リース取引に関する会計基準」（企業会計基

準第13号 平成19年３月30日改正）及び「リース取引に関する会計基準の適用指針」

（企業会計基準適用指針第16号 平成19年３月30日改正）が平成20年４月１日以後開始

する事業年度に係る四半期財務諸表から適用することができるようになったことに伴

い、当第１四半期会計期間からこれらの会計基準等を適用し、通常の売買取引に係る会

計処理によっております。また、所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース

資産の減価償却の方法については、リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定

額法を採用しております。

　この変更による損益に与える影響はありません。

【簡便な会計処理】

 
当第１四半期会計期間
（自　平成21年３月１日
至　平成21年５月31日）

１．一般債権の貸倒見積高の算

定方法

　当第１四半期会計期間末の貸倒実績率等が前事業年度末に算定したものと著しい変

化がないと認められるため、前事業年度末の貸倒実績率等を使用して貸倒見積高を算

定しております。 

２．固定資産の減価償却費の算

定方法

　定率法を採用している資産については、事業年度に係る減価償却費の額を期間按分

して算定する方法によっております。

【四半期財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

　　　該当事項はありません。
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【注記事項】

（四半期貸借対照表関係）

当第１四半期会計期間末
（平成21年５月31日）

前事業年度末
（平成21年２月28日）

※　期末日満期手形

 期末日満期手形の会計処理は、手形交換日を以って

決済処理しております。なお、当第１四半期会計期間の

末日は金融機関の休日であったため、次の当第１四半

期会計期間末日満期手形が当第１四半期会計期間末残

高に含まれております。 

　　　受取手形　　　　23,590千円 

※　期末日満期手形

 期末日満期手形の会計処理は、手形交換日を以って

決済処理しております。なお、当事業年度の末日は金融

機関の休日であったため、次の当事業年度末日満期手

形が当事業年度末残高に含まれております。

 

　　　受取手形　　　　20,935千円 

（四半期損益計算書関係）

当第１四半期累計期間
（自　平成21年３月１日
至　平成21年５月31日）

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は、次のとおりであります。

給料手当 90,094千円

研究開発費 61,470

（四半期キャッシュ・フロー計算書関係）

当第１四半期累計期間
（自　平成21年３月１日
至　平成21年５月31日）

※　現金及び現金同等物の期末残高と貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

（平成21年５月31日現在）

現金及び預金勘定 1,811,933千円

預入期間が３ヶ月を超える定期預金 △300,000 

現金及び現金同等物 1,511,933 

 

（株主資本等関係）

当第１四半期会計期間末（平成21年５月31日）及び当第１四半期累計期間（自　平成21年３月１日　至　平成21年

５月31日）

１．発行済株式の種類及び総数

 　　普通株式　　　　　　　　2,081,000株

 

２．自己株式の種類及び株式数

 　　普通株式　　　　　    　　 76,120株

   

（有価証券関係）

　当第１四半期会計期間末（平成21年５月31日）

 　 該当事項はありません。

 

（デリバティブ取引関係）

　当第１四半期会計期間末（平成21年５月31日） 　

　当社は、デリバティブ取引を全く行っておりませんので、該当事項はありません。
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（持分法損益等）

　当第１四半期累計期間（自　平成21年３月１日　至　平成21年５月31日）

　利益基準及び剰余金基準からみて重要性の乏しい関連会社であるため、記載を省略しております。 

 

（ストック・オプション等関係）

該当事項はありません。  

　

（１株当たり情報）

１．１株当たり純資産額

当第１四半期会計期間末
（平成21年５月31日）

前事業年度末
（平成21年２月28日）

１株当たり純資産額 568.09円 １株当たり純資産額 600.69円

２．１株当たり四半期純損失金額

当第１四半期累計期間
（自　平成21年３月１日
至　平成21年５月31日）

１株当たり四半期純損失金額（△） △37.73円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、１株当たり四半期純損失であり、また、潜在株式が存在し

ないため記載しておりません。

　（注）　１株当たり四半期純損失金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
当第１四半期累計期間
（自　平成21年３月１日
至　平成21年５月31日）

四半期純損失（△）（千円） △76,328

普通株主に帰属しない金額（千円） －

普通株式に係る四半期純損失（△）（千円） △76,328

期中平均株式数（千株） 2,022

（重要な後発事象）

当第１四半期会計期間
（自　平成21年３月１日
至　平成21年５月31日）

 該当事項はありません。 

（リース取引関係）

　該当事項はありません。 

 

２【その他】

　 該当事項はありません。 
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成21年７月10日

株式会社ニューテック

取締役会　御中

あずさ監査法人

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 鈴木　　信一　　印

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 佐藤　由紀雄　　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ニューテッ

クの平成21年３月１日から平成22年２月28日までの第28期事業年度の第１四半期累計期間（平成21年３月１日から平成21

年５月31日まで）に係る四半期財務諸表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び四半期キャッシュ・フロー

計算書について四半期レビューを行った。この四半期財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場

から四半期財務諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる

四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ニューテックの平成21年５月31日現在の財政状態並びに同日をもって終

了する第１四半期累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべて

の重要な点において認められなかった。

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

　（注）　１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半

　　　　　　　期報告書提出会社）が別途保管しております。

　　　　　２．四半期財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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